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2024 年 4 月から 2025 年 3 月にかけて，発表者の

1 人鈴木がタイ王国のマヒドン大学において研究活

動に従事した．そこで，第 11 回淡水ガメ情報交換会

にて，その研究活動期間において現地で確認した淡

水性カメ類の紹介および人の利用状況について紹介

した．本稿は，その会における講演要旨として作成し

たものである． 

今回の約 1 年間の調査により，野外の池や河川，な

らびに公園や寺院の池で様々な種類の淡水性カメ類

を確認した．確認された主なカメ類は，在来種ではマ

レーニシクイガメ（Malayemys macrocephala），イン

ドシナニシクイガメ（M. subtrijuga），コラートニシ

クイガメ（M. khoratensis），マレーハコガメ（Cuora 

amboinensis），ホオジロクロガメ（Siebenrockiella 

crassicollis），ヒジリガメ（Heosemys annandalii）で

あり，一方で外来種では北米原産のミシシッピアカ

ミミガメ（Trachemys scripta elegans）も多く見つか

った．また，各地の市場では多くのカメ類が販売され

ていた．それらにはペット目的のものもあるが，仏教

の儀式の一つで，捕えられた生物を野外に放つこと

で徳を積む行為とされる放生会に用いるためのもの

とみられた．カメ類を販売していた店では他にも小

型淡水魚や貝類等を販売しており，これらも放生会

に用いるものとみられた．実際に発表者らは寺院の

池にカメと魚を放している参拝客を確認しており，

またいくつかの寺院では多くのカメ類が飼育されて

いる池があった．このような池は人工的な環境であ

るため，放生会によって人の手により持ち込まれた

ものが多く含まれるのであろう．さらに，特に都市部

の公園や寺院の池ではミシシッピアカミミガメが多

く確認された．これらミシシッピアカミミガメが自

然下へ分布を拡大する可能性があり，日本と同様に

タイ王国でも外来種ミシシッピアカミミガメによる

在来生物への影響が懸念された． 
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